
活動内容と成果
1年目に地域ステークホルダーとともに作成した「真
駒内版SDGs」から、2年目は実現可能なゴールを抽
出し実践していく取組みを行った。特にシャッター
商店街となりつつある場所で閉店した店舗を活用し
て、地域密着型の拠点創造へ向け取り組んだ。ワーク
ショップ2回、マルシェ 2回、フォーラム1回、事業構
想戦略会議を実施した。様々な人が行き来する商店
街での継続的な取組みは、今まで関わりのなかった
近隣高校との連携を生み、多様な世代から意見を聞
ける機会となり、受け入れる側の意識変化も生まれ
つつある。

活動内容と成果
SDGsの達成を地域に根ざして実現するために関西
地域の状況を反映させた「KANSAI-SDGs市民ア
ジェンダ」「高校生/大学生版SDGsユースアジェン
ダ」の策定に向けた活動を行った。分科会（計3回）と
C20、G20大阪市民サミットでの報告、運営委員会

（計3回）を開催した。最終的な地域アジェンダ作成
に向けて、これまでの活動を紹介し、より多くの人の
参加を促す中間報告冊子を作成した。また、関西地域
のSDGs推進先進事例となった団体に活動とSDGs
に関するインタビューを行いウェブサイトで報告を
行った。

課　題
SDGsコミュニティ創造には、地域住民の機運、合意
の醸成、共有、発信することが不可欠であるが、それ
らを支援し持続性させるための事業主体が必要であ
る。

目　標
真駒内が国内外、地域のひと、自然、歴史、文化と出
会う結節点となり、未来を協働で創造していく仲間
たちのしなやかなコミュニティを創造する。

課　題
SDGsへの理解が十分でない。SDGsの達成には市民
一人ひとりが「課題解決に向けて具体的なアクショ
ンをおこす」意識が大切であるにも関わらず醸成さ
れていない。

目　標
SDGsの理解と達成に向けて、関西のNGO・NPO、
若者などと協力しKANSAI-SDGs市民アジェンダを
作る。市民が積極的に社会課題の解決に関わるよう
になる。

（特非）　エコ・モビリティ サッポロ

（特非）　関西NGO協議会

楽しく快適にSDGsコミュニティ創造事業

若い世代を巻き込んだ「KANSAI-SDGs市
民アジェンダ」の策定と活用
～関西地域のSDGs啓発・普及活動を目標達成に向けたアクションへつなぐ～

「Low carbon 上町マルシェ」開催（10/19）

第8回分科会「気候変動」の参加者たち

みんなで探そう未来のコミュニ
ティ　フォーラム開催（1/19）

第7回分科会「食と農」意見交換
する参加者

イベント参加者
アンケート調査数 106 人

運営委員会、分科会、
シンポジウムの開催 250 人（延べ）

SDGs理解度増加率 300 ％

活動の報告
（C20、岡山、韓国） 3 回

今年度計画の達成度 70 ％

今年度計画の達成度 85 ％

目標達成度 50 ％

目標達成度 65 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
構想案が状況によって変化する中で
コミュニティメンバーの賛同が得ら
れない面もあり、対応に苦労した。

■工夫した点
無理に理解を求めようとせず、情報
の共有や報告は定期的に行った。

■苦労した点
今まで市民社会の活動に参加したこ
とのない人や子育てや介護、言語を
含むハンディキャップがある方々の
参加者を増やすこと。

■工夫した点
当会が行う別事業に参加した高校生
や大学生に積極的に呼びかけた。継
続的な参加を促すためにMLやウェ
ブ報告を工夫した。

「若い人材」が育ち新陳代謝が起こることが、持続性を担保し自立化する上で重要
と認識している。今年はSDGsに積極的な近隣高校生の参画がきっかけとなり教育
とまちづくりも新しい柱に育てることも検討している。

関西地域でのSDGsの推進と達成に向けて、地域の実情を反映させた「KANSAI-
SDGs市民アジェンダ」を策定・発表する。SDGs地域アジェンダの活動を広く他地
域（海外含）と共有しネットワークを作る。
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